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正弦波の実効値は三角関数の積分が必要になり、少々難しかったかもしれませんね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流の実効値を求めた時のように、０から T までの電圧の２乘を積分し、T で割って平均

値を求めます。 

ここで、P は電力、E は実効値、Em は三角波の最大電圧とすると、 
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